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まち運営会議（第 129 回）議事録（概要）

令和 4 年 9 月 22 日 18:30 ～ 20:20

自由が丘会館 3F

議長 卯月盛夫

議題 報告事項

１ ．補助 127 号線の事業認可について 目黒区みどり土木政策課

２ ．自由が丘未来ビジョン策定について 目黒区地区整備課

３ ．自由が丘駅周辺における駐車場地域ルールについて ～まち構造研究会からのお願い～

４ ．その他

資料

１ ．自由が丘未来ビジョン（ 2022 年 ９ 月時点概要版）

２ ．サンセットエリアにおける車両通行抑制に関する社会実験へのご協力のお願い

３ ．自由が丘駅周辺における駐車場地域ルールについて ～まち構造研究会からのお願い～

４ ．「（仮称）自由が丘二丁目計画」における大規模小売店舗立地法に基づく新設の届出に関する意見募集について

●代表 ご出席ありがとうございます。とても暑い夏でしたが台風が過ぎてからしのぎ易くなり、虫の鳴き声

も聞こえるようになりました。まちづくりに関しても、いろいろな局面で地元や行政等の皆さんの取組みが進

んでいますので、それらを報告するとともに、ご意見をいただきたいと思います。よろしくお願いします。

１ ．補助 127 号線の事業認可について

●議長 次第にある ３ つの議題に加えて、その他も ４ 件あります。まちが動いているなという印象を受けま

す。まずは目黒区みどり土木政策課からお願いします。

●高橋です。都市計画道路補助 127 号線の整備に向けて準備をしている。この度 ９ 月 15 日付けで都市

計画法に基づき、東京都から、駅前広場からすずかけ通りまで 145m の事業認可を取得した。本日から関

係図書の縦覧が区庁舎 6階の当課の窓口でできる。区のホームページでもお知らせしている。後日、事業

に係る土地および建物所有者にも関係書類を郵送する。沿道の皆さんにもポスティングする。内容をご確認

いただきたい。皆さんのご協力で事業認可にたどり着けて感謝したい。今後もよろしくお願いします。

●議長 ありがとうございました。質問ありますか。

●関係図書というと、どういう内容のものか。

●みどり土木政策課 B 3 点ある。①事業位置図 ②都市計画線の大体の位置が分かる平面図 ③将来

の歩道・車道が着色されている図面である。

●将来の図は、前回この場でも紹介があったが、それが反映されているのか。

●B 完成形の図である。また、断面構成も記載しているが、ざっくりしたものである。

●議長 いよいよ事業認可された。よろしくお願いします。

２ ．自由が丘未来ビジョン策定について

●係長 前に表紙が青色のもので課題等を紹介した。その後検討を加え、今日はお配りした黄色の表紙の

概要版で UG さんから紹介してもらう。未来ビジョンは地元のいろいろな団体のご意見をできるだけ反映さ

せて、地域に即したものにしたいと思って進めている。商業地だけでなく住宅地の内容も入れていきたいと
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考えている。

●UG 青木です。9 月時点での概要版を使って説明します。その後、関連があるのでお配りしたサンセット

エリアの社会実験についてお話します。 （ 30 分弱の多岐にわたる丁寧な説明があった。この概要版は

決定稿でないので公表しないことにした。以下に説明の要点を列記する。）

1)未来ビジョンは皆さんの意見を伺いながら完成を目指す。まちづくりに係る一人ひとりが「自由の思想」

を持って、30 年かけて自由が丘をこのようなまちにしたいというものを表したい。

2) 内容は次のとおりである。

Ⅰ章 未来ビジョンの役割 ～なぜ未来ビジョンが必要なのか～、 Ⅱ章 現在の自由が丘の街の課題 ～次代

に向けて自由が丘が何を意識するべきか～ １.自由が丘を取り巻く状況 ２.自由が丘の現状と向かうべき方向、 Ⅲ

章 まちづくり目標と取組み策 ～ 30年かけて自由が丘をこのような街にしよう～、 Ⅳ章 当面の取組み ～先ず

出来ることからはじめよう～、 Ⅴ章 これからの街の運営体制 ～エリアプラットフォームを構築し持続発展的に展

開する～

3) 「コミュニティマート構想」の策定から 30 年経過した。ジェイ・スピリットさんの「自由が丘駅周辺地区グ

ランドデザイン」をベースとした新たなまちづくりの道標となる「自由が丘未来ビジョン」を策定する。

4) 自由が丘を取り巻く状況として、①鉄道網の拡大による自由が丘の拠点性の強化 ②自由が丘を中心

とした地域における新産業創造の兆し ③国内外の街が直面するまちづくりに関わる潮流 〈自由な思想〉

の引継ぎと発展は最重要課題である。自由が丘において特に意識すべき主な潮流は ・ SDGs ・ウォーカブルな

街なかの形成 ・国土交通グリーンチャレンジである。

5) 自由が丘の現状と向かうべき方向

・多様な街の利用者を増やす ・職住遊が融合する環境の形成 ・老朽建物の更新（個別建替え、共同

化） ・街路樹、屋上緑化など自然環境の創造 ・ウォーカブルや緊急時対応を考えた道路及び鉄道の整

備 ・「自由の思想」を発揮した自由が丘らしい文化の創造と発信

6) まちづくり目標と取組み策（以下は概要版に示されたいくつかの方針の一部とその概略）

・街なかを安全で快適に歩き過ごせる〈楽歩地区〉を定める ・〈楽歩地区〉にかかる学園通り、自由通り

沿道において、歩行者が安全に歩ける空間の確保を誘導する ・街路樹や座れる場所を設ける ・細街路

を発展的に活用する ・歩行者の回遊を妨げる踏切問題の解決を図る ・店舗や交差点コーナーなどで

も賑わいの設えをつくる ・街路空間のイベント利用などの継続と歩行者の楽しみの仕掛けを施す ・再開

発等による大規模建築物に関する計画調整する ・老朽化建物の建替えを促進し新たな利用者を誘引す

る多様性を提供する ・建物の更新に伴う壁面・屋上・外構の緑化を促進する ・駅前広場を歩行者に開

放された緑が感じられる空間として整備する ・災害に強い街をつくりだすために、緊急時における避難施

設の整備促進および対応策の周知を徹底、緊急時に必要となる道路における電線類の地中化、桁下の低

い架道橋の改善、雨水・排水対応策の強化等に取組む ・エネルギー・交通・物流等に関する先端技術を

街に実装していくことで新産業創造の交流拠点を目指す

7) 当面の取組み

・「自由が丘地区街並み形成指針」の内容の拡充

・まちづくりルールおよび既往の地区計画の拡充更新

・都市再生整備計画の策定

・〈楽歩地区〉における歩行者空間の拡充

・都市基盤の整備・改善

8) これからの街の運営体制

「自由が丘未来ビジョン」を実行していくためには、図

にあるような組織等がゆるやかに結びついて協力し活

動する母体がエリアプラットフォームだと考えている。
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具体的な取組みについては、自由が丘エリアプラットフォームを通して地域全体に周知していくこととして

いる。また、取組み内容の適切性を常に確認し、必要に応じて変更したり改善を図っていくこととしている。

以上で未来ビジョンの説明は終わります。次に、未来ビジョンのウォーカブルや賑わい創出と関連する社会

実験を計画しているのでお知らせする。サンセットエリア地区の私道である細街路に車両を入れないで、歩

行者が安心して歩けるようにすると、店舗の対応なども含めてどのような効果や課題が見えてくるか、アンケ

ート調査も実施し、11 月の 1 週間の午後の 6 時間を計画しているが、まだ準備段階である。詳細は後日

に発表する。これは目黒区、ジェイ・スピリット、サンセットエリアの協力のもとで行われることになる。（後に、

12 月 1 週目に変更）

●議長 ありがとうございました。質問を受けます。

●社会実験について、サンセットエリアに関係する ３ 町会には連絡がついているか。私は聞いていない。

●UG 連絡の依頼はしてあるが、私はその実情を把握していない。伝えておく。

●議長 未来ビジョンの発行はいつを目指しているのか。

●UG 来年の 2 月か 3 月までにまとめたい。また策定主体は目黒区でなく、自由が丘エリアプラットフォー

ムを考えている。図にある地元の組織のみなさんの意見を反映して総意でつくることを目指したい。これま

でにその一つひとつの組織の代表者たちに面談して説明したり要望を聞いたりしてきた。

●課長 エリアプラットフォームの構築や未来ビジョンの策定は、国の制度「官民連携まちなか再生推進事

業」によるもので、国の補助金も出る。まちづくり計画は行政がつくるものであったが、この新しい制度はこ

れからのまちづくりの計画と運営は官と民が連携してつくり行ってよいというものである。行政は何をする、

地域は何をする、民間企業は何をするとアクションプランも記したものが未来ビジョンであると思ってよい。

●議長 ここに記されている内容にはあまり異論はないと思う。まちづくりにジェイ・スピリットだけでなく他の

地元組織がエリアプラットフォームの一員として深く関われるような仕組みをつくることがミソで、それができ

れば未来ビジョンに示される内容や取組みに良い影響を与えると思う。

●代表 ジェイ・スピリットは何年か前にグランドデザインをつくった。その時にはこの制度はなかった。未来ビ

ジョンはグランドデザインを基にして、自由が丘のまちづくり計画を策定しようとしている。

●UG エリアプラットフォームは実行責任を持つ組織体でなければと思っている。現時点ではそれぞれの組

織が何をするかという所まで整理されていない。プラットフォームマネージャーを起用して動いてもらうことも

必要であると考えている。今は概念にとどめている。本来は、国はエリアプラットフォームをつくって、そこで未

来ビジョンを策定することを考えているが、自由が丘では同時併行になっている。

●書かれてある中身について異論はない。用語も分かりやすくなっている。しかし、エリアプラットフォームに

ついては分からない。なぜ街づくり会社のジェイ・スピリットを発展させていくのがいけないのか、同じことを

やっていくのではないのか。

●課長 国の制度では、エリアプラットフォームを構成する組織が未来ビジョンに記してあるまちづくりの活

動をしようとする場合に、国から直接に補助金をとれる。これは強味である。都市再生整備計画という行政

計画を目黒区がつくることで、道路の設えの整備やイベントに関して国から補助をとれる。国のこの制度は、

先ずはエリアプラットフォームと未来ビジョンをつくりなさいということが ２ 年前に分かったので、ジェイ・スピ

リットを中核にしてつくればよいと急遽進めているところである。

●議長 ジェイ・スピリットは日本でもすばらしいまちづくり会社で、計画調整はしているが事業実施は十分

でない。これからいろいろな事業を実施する場合に、別の団体や企業が役割分担して行った方がよいことも

ある。それでこのような図が出てきたのだろう。もう少しはっきりするように、議論の余地はあると思う。

●国から補助をもらう事業をエリアプラットフォームの中の企業が取組むのと、企業単独で取組むのとでは

差があるか。

●課長 どちらの場合でも国の審査はある。区は未来ビジョンの策定に国の補助をもらっている。計画して

いる取組みを、この制度を使って補助金をもらえれば、早期に実現できることもあるだろう。
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●未来ビジョンについて質問が ３ つある。ウォーカブルという言葉を「楽歩ﾗｯﾎﾟ」としているのか。国や他の

自治体で「歩きたくなる」という言葉も使われている。楽歩は字で見ると分かるが聞くと分かりにくい。２ 番

目、４ ページの図の黄色に塗った商業の滲み出しが発生しているエリアで、ここは第一種低層住居専用地

域が多く含まれている。これまでに商業の滲み出しに強く反発してきた住民もいる。自由が丘地区では、特

に第一種低層住居専用地域の保全について考える必要があると思う。このエリアに地元で地区計画をつく

って対応するのはハードルが高いと思っている。３ 番目、グランドデザインにはまちに必要と思われるいくつ

かの事業のタイムスケジュールが載っている。この未来ビジョンの概要版にはそれがない。こういう事業をい

つごろ実施したいかも重要と思うので検討してほしい。

●UG 楽歩はウォーカブルの訳語ではない。カタカナ語を減らす観点でつくったが検討する。商業の滲み出

しについても検討する。これからの事業のタイムスケジュールに関して時間軸で表現することは難しいので、

表現の仕方を検討してみる。

●エリアプラットフォームと関連づけて、グランドデザインで先行的に実施しようとした事業についてまとめら

れるとありがたい。コミュニティマート構想は日本に財力があった時にできたもので、それなりの効果があっ

た。それに比べると現在の補助金は調査費レベルになっている。国の補助金が出るからと余り期待しない方

がいい。自力でやれることも考えたらよい。

●課長 国の補助金をとるためにつくるわけではない。自由が丘未来ビジョンをつくって行政だけでは出来

ない事業を公と民が連携してやる。民は何ができるか、公は何ができるかしっかり検討して、国からも補助を

受けてやろうと思っている。

●議長 今日出た意見を参考にして検討してください。

●住民として気になっていることを言いたい。緑の多かった住宅地が住む人の高齢化や新しい人が入ってく

る等で、住宅や土地利用の様式もいろいろ変わってきている。この地に住み続けたいという人も多いので、

有料老人ホームが出てくることも考えられる。また、全体には各宅地の緑の面積が少なくなっている。この傾

向が続くのが良いとは思わないので、対応等を検討することを書き込んでほしい。

●UG 町会長さんなどにもお話をうかがって、住宅地に関する課題や対応を記載したいと思っている。

●議長 ありがとうございました。次の議題に入ります。

３ ．自由が丘駅周辺における駐車場地域ルールについて

●まち構造研究会 溝口です。これまで ２ 回にわたり駐車場地域ルールとはどういうものか、自由が丘に

おいてもその必要性を説明してきたが、今日は研究会として、そのルール策定に関するお願いを ４ 項目にま

とめたので、皆さんにお配りした。文字だけでは分かりにくいこともあるので、図入りスライドで説明します。

（「お願い」文書とスライドのpdfを議事録概要とともに、まち運営会議のホームページに掲載する。）

①駐車場地域ルールに関して自由が丘で計画されている再開発事業等に通じた「集約駐車場」と、

建物の建替え更新時の「隔地駐車場」について検討する。

②「魅力あふれるウォーカブルゾーン形成」を実現するために重要な４点を以下に指摘する。

③〈お願い１〉駅周辺で初めて都市計画道路の整備が予定されている「都市計画道路補助127号

線」や「駅前広場」沿道からの車両の出入りは強く制限する。

④〈お願い２〉集約駐車場の車両出入口は、原則的に「自由通り」「学園通り」及び「都市計画

道路補助46号線」を基本とする。

⑤〈お願い３〉「都市計画道路補助127号線・駅前広場」「都市計画道路補助46号線」「自由通

り」「学園通り」沿道では、駐車車両の出入りや歩行環境及び美しい街並みづくりと調和した

整備に特に配慮する。なかでも、中小規模の建物更新時の附置義務駐車場に対する優先隔地化

等、地域事情を考慮したルール化を実現する。

⑥〈お願い４〉上記を実現するために、ジェイ・スピリットが中心となって適正なルール運用体
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制を整える。

●議長 ありがとうございました。「お願い」となっているので、代表して区の方から意見をお願

いします。

●係長 〈お願い１〉に関して、区と同じ考え方である。この沿道は賑わいをもたせたいので、

そこに駐車場の出入口ができると歩行環境が悪くなると考えている。〈お願い２〉の内容と一緒

のことを考えている。エリアの外縁の「学園通り」「自由通り」に駐車場の出入口ができるのが

よいと思うが難しい。現在進行中の再開発ビル、今後できる再開発ビルの駐車場を集約駐車場と

して利用できるルールを検討したい。〈お願い３〉に関して、駐車場の出入口の歩行環境を整え

ることは大事だ。ビルを後退して建てるので、歩行空間ができ街路樹も計画しているので、美し

い街並みができると考えている。附置義務駐車場を見直して集約駐車場を利用してもらう方向で

検討したい。〈お願い４〉の運用体制として、まだ相談していないが、区としてはジェイ・スピ

リットさんが関われる部分は関わってもらえると良いと思う。

●議長 ありがとうございました。その他に入ります。

４ ．その他

1)東急ビルの壁面工事について

●東急の鹿本です。駅前広場に面した東急ビルの壁面工事についてお知らせする。東横線に面し

た東と、大井町線に面した南の外壁の下地の補修と塗装の工事である。壁の色は従来と同じであ

る。それぞれ足場を組み、高い所はゴンドラを吊って作業をする。工事終了は来年の3月末であ

るが、実質的には2月末で終わる見込みである。北側など残りの外壁工事は来年度を予定してい

る。何か気になることがあれば、現場に連絡してほしい。

2)まちの秋のイベントについて

●理事長 女神まつりを3年ぶりに実施する。「人がたくさん来てよ」というまつりにはしない。

目黒区とも相談して、何をどのようにするかを決めた。たとえば飲食の仮店舗は設置しない。既

存のお店を利用してもらう。広場のステージはオープン型ステージカーを利用する。観客席は前

方に100席設け、出演者は人気のある人たちなので、それぞれ前もってスマホを利用した抽選で

入場者を決めて、その外側に立ち見席をつくり混雑しないように配慮する。広場以外でするイベ

ントも混雑をさける対応をとる。皆さんも様子を見に来て、楽しんでいただけるとありがたい。

●駅前中央会会長 これまで女神まつりにあわせてジャズを中心としたイベントをしてきた。今回

は1-29の再開発による移転の影響で場所が確保できなかったので、9/23～25に若手が主になっ

て駅前広場でグリーンマルシェをする。25日にはジャズステーションをする。この３日間の12

時～21時に交通規制をするので、すでに関係する道路の目立つ場所に掲示してある。

3)旧ピーコックの跡地の大規模小売店舗の新設について

●係長 イオンモール株式会社から、「（仮称）自由が丘二丁目計画」の店舗新設を計画するにあ

たり、大規模小売店舗立地法に基づき、令和4年8月9日付けで東京都に対して新設の届出が行

われた。お配りした資料にあるように、届出書を縦覧し、意見を述べることができるというお知

らせです。縦覧場所は都庁のみである。（この資料には届出の概要も記されてあるので、まち運営会議

のホームページに議事録概要等とあわせて掲載する。）

関係して、すでにチラシが入っていたと思うが、大規模小売店舗立地法に基づく地元説明会が

9/23に緑が丘文化会館で行われる。

●次回のまち運営会議は10/27を予定している。会場の変更がありうるので注意してほしい。

●議長 それでは第129回のまち運営会議を終了します。ご協力ありがとうございました。


